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論文内容要旨
 植物群落の分布 は地形の影響を うけるこ とが大き く, そ の例は森林群落の分布にもみることができ る。
 八甲田山においては, 大体標高 950 m内外でプナ低山帯からアオモリトドマツ亜高山帯に移行するが,
 谷沿いの低地, 湿原周辺の湿地, 尾根上の浅上上などにはそれぞれ異った特殊 な群 落が発達してい る。
 このような現象 は, 地形によって惹きおこされた環境 の差によるものといえる。
 本研究は地形と土壌の物理的化学的性質との関係 を探 り, その結果として森林群落の分布がどのよう
 な影鱗を受けている かを明らかにしょ うとした ものである。
 植生と土壌
 八甲田山の中腹の森林群落 は, 相観 と優占種に基ずき16型 に区分することができ る。
   亜高山帯樹林
     コメ ツ ガ林
     アオモリト ドマ ツ林
   低 山一亜 高山移 行帯 樹林
     アオモリトドマツ叢林
     ブナーアオモリトドマツ林
     ブナーダケカ ンバーアオモリト ドマツ林
   低 山帯 樹林
    ブナ林
    サワ グルミ林
    プナーサワ グル ミ林
     ハンノキ林
     ヤチ ダモ林
     ブナー ヤチ ダモ林
     ブナーミズバショウ林
     プナ ーサワ グル ミーミ ズバショ ウ林
    サワ グル ミーミズバ ショ ウ林
     ヒメ コマ ツ林
     ミズナラ林
 これ ら森林 の組成 は地 形の変化 に応じて連続的に変化す る。 アオモリト ドマ ツ林 は標高 1,200 ～
 1,400 m にわたる亜高山帯の気候 的極相として広く 分布するが, 標高 900 m～1,200m の低山一亜'高山
 移行帯では, 排水不良な平坦地でアオモリトドマツ叢林とな り, 土壌の浅い尾根でコメツガ林に変じ
 てい る。 また 急斜面の排水良好な地で プナ林が成立 し, 緩斜面はゴナーアオモリトドマツ林とな り.
 岩礫の多い地でヴナーダケカノベーアオモ Il ト ドマ ツ林となってい る。 これに対して標高 900 m以 F
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 ではブナ林が気候 的極相として台地や斜面の深土 上に広く 分布 し, 斜面の下部や谷沿いの凹形地にはブ
 ナーサワ グルミ林, サワグル ミ林が 発達 している。 湿原や湖沼 の岸辺 近く のもっとも低湿 な地にハ ンノ
 キ林, ヤチダモ林が分布し, ブナーヤチダモ林, ブナーミズバショウ林, プナ林の順に水際から遠ざか
 る。 サワグルミーミズバシ ョウ林 は河畔 の新 しい堆積砂土上に出現するが, ブナーサワグルミーミズバ
 ショウ林, ブナーミズバショウ林, ブナ林の順に土壌の安定した地形に出現する。 また尾根の浅土上に
 はヒメコマツ林が成立しているが, 土壌 的極相のミズナラ林はブナ林とヒメコマツ林 との中間的性格の
 立地に成立する。
 一方, 土壌の物理的化学的性質も地形の変化に対応して連続的に変化している。 本調査地域では次の
 10 土壌型が それぞれの群落でみとめられ る。
 A 褐色森林土壌
  a 乾性褐色森林土壌( ヒメコマツ林・ミズナラ林)
  b 適潤褐色森林土壌(ブナ林)
  c 湿性褐色森林土壌(サワグルミ林)
 B ポドソル性±壌
 1 乾性ポドソル
  d ポドソル性土壌(コメツガ林・ アオモリト ドマッ林・ ブナ一夕ケカンバーアオモリトドマッ林,
           ヒメコマ ツ林)
  e 弱ポドソル性土壌〔ブナ林, ブナーアオモリトドマツ林)
 2 湿性ポドソル
  f 高山湿性 ポドソル( アオモリトドマツ叢林)
  g 湿性ポドソル性土壌( ブナーサワグルミ林)
  h グラィ ポドソル(サワグルミーミズバショウ林)
 C 地下水土壌
  i グライ土壌(ハンノ キ林, ヤチダモ林, ブナーミズバショウ林, ブナーサワグルミーミズバシ
         ョウ林)
 D 未成熟土壌
  j 沖楮砂土(サワグルミーミズバショウ林)
 褐色森林土壌は例外なく標高 800 m以下に分布 し, ポドソル性土壌 は概 して 800 m以上に多くみ られ
 る。 このことから土壌形成には気候条件が第一義的に関係しているこ と力朝 らかである。 加えて土壌中の水
 分の状態も重要な作用をもってい る。 すなわち低湿地 の過湿土壌では還元層が発達 し, グラィ化する傾
 向が強く, 800 m以下の地でも凸 形地で は ポドソル性土壌をみうけることがある。
環境傾度
 気候と地形の変化に対応した植生の変化 を明 らかにするた め, 各調査地点の環境傾度による座標づけ
 を試みた。 気候の数的表現には標高を用いることができるが, 地形の傾度に は植性に もっとも大きな影
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 響をおよぼす水理状態を考慮したTop㎎raphic moisture segmentsを設定し て地形の数的表現を可能
 にした。 これ は(D乾性, (H)準乾性, (建D 適潤, ⑰湿性, (V)過湿の5段階よりな り, 単純な土壌の水分傾度
 ばかりでなく排水の程度も加味される。 (1)一〇肛)はupl and soi1 のできる部分, ㈹一6り は谷沿い低地, 湿
 原周辺部などの 1㎝・land 50i1 となる部分が適用きれる。 ㈲ は地下水層がみ られないか, もしあっても
 通水がよく還元層が発達しない土壌の出現する地形, (V)は地下水 の停滞層があって, 還元状態のグライ
 土壌ができる.地形である
 環境傾度と生態スペクトル
 気候( 標 高) と地形 の環境 傾度 に 対応し て植生 の連続的変化 の様相をあき らかにするこ とが できた。
 植物 の種によっ て標 高の高い地( 高冷地) で優勢になるも の( Ah型 ), 低い所( 温暖地) で多いもの
 (AI型 ), 消長の明らかでないもの(Ao型) が区別され, また地形傾度に対して乾性地で優勢なもの
 (Tx型), 適湿地で優勢になるもの( Tm型 ), 湿性地で優勢なもの(Tw型 ), 過湿地に多いもの( Tg型)
 消長の明らかでな いもの(To型) がみられた。
 さらに群落の生態的スペク トルは, この2つの環境因子をよく反映する。 しかし2, 3の群落 は, 地
 形条件が 気候条件を補った形のスペク トルを示すことが ある。 一般 に亜高山帯の森林群落 は各 階層共
 Ah型植物が優占するのに対 し, 低山帯ではA1型が優占する。 しかし排 水のとくによい尾根や 急.斜面
 では土壌の洗脱がはげしいだ め, 下層 は酸性植物のツツジ科低木などを含むA }ユ 型が優占する。 また低
 山一亜高山移行帯では, 急斜面でAl型が優勢であるが, 平坦地では過湿な条件に耐性をもつAゑ型の
 亜高山性植物が多 く, 緩斜面ではAh型とA1 型が其に群落の優占種となる。
 一方, 地形傾度に対する スペクトルは気候条件 の影響をうけることは少ないが, 高木層のスペクトル
 と 下層 スペクトルとは必ずしも同一傾向を示すとは限らな い。 プナーミズバショウ林, アオモリト ドマ
 ッ叢林 の樹冠部は Tm 型を示すに も拘 らず草本層 はTg型が 優占している。 このようなことから環境の
 評価には高木層 と下層 の優 占型 の組 合せ を指標することが可能であ り, 前に述べ た群 溝型 はそれぞれの
 立地環境 を反映している。
 土壌の 化学 的性質と植生 の変化
 土壌の化学的性質に対する植生の変化か ら, 強酸性土壌に多い種, 中性側に多い種, 酸度に対して明
 らかな消長を示さない種の3型を明確にすることができた。 これ らのうち・ とくに高木優占種は蛍に酸
 性度に応働するばかりでなく, 逆に土壌の化学的性格を変える性質をもちあわせるが, 草本 は概して土
 壌性質に応じて生育しているものと思われ る。 このよ うな土壌 の化学的性質 は地形の影響をうけ る処 も
 大き く, 凸形地で は洗脱 作用が激しく 貧養化の傾向があ り, また凹型地形では鉱質物の集積がみられる。
 群落間の類似性
 群落間の類似度を検討した結果, 先に述べた16型の群 溝型 を数理的に区分することができ た。 また植
 生は乾性地から適潤 地へ, 適欄 地から過湿地へ, 過湿地から湿性地へ と連続的に変化しているが, 通洞
 ワ『只
 地か ら湿性地への変化 は不連続である。 このことは湿性地の河畔林( ブナ ーサワ グル ミ林, サワ のレミ林)
 の位置づけは単純なdry-wet の水分傾度によってではな く, 水理状態 を加味した地形傾度によってのみ
 可能 であることを示してい る。
群落構造
 高木層 の構成種は乾性地や湿性地 で多 く, 適潤地でもっとも少ない。 またこれらの地 では樹冠の植被
 もかなり厚い。 これに対し下層の種類数や植被率は水分や栄養の供給のよい湿性地でもっとも高く, 乾
 性地, 湿性地がこれにつぎ適潤地でもっとも低い。 これ は適糊地の環境が高木層 の発達に好条件を与え
 ていることを示すが, 下層 の発達は土壌 要因 ばかりでなく 高木層 の発達とも関係するからであ る。 また
 草本層 の組成は湿性±壌 に草本, 乾性土壌に低木が優占す る。 草本のうちでもグライ ニと 壌ではスゲ属が,
 褐色森林土では広葉草本が増大する。 さ らに岩礫地では低木が優勢になる傾向があ り, 群落構造におよ
 ぼす土壌条件の影響 は非常に大きい。
 群落の更新
 各調査地点の優占種の更新状態を検討すると, 連続的であれ, 断続的であれ, 多くは優占種の更新が
 可能な安定し だ群 落であることがわかっ た。 しかしブナーサワ グル ミ林とブナー ヤチ ダモ林では一部優
 占種の交代 が不可逆的に進行 し・ それぞれブナ林, ブナーミズバ ショウ林へ 変化 するものと思われ る。 このよ
 うな群落では土壌条件 も同様に変化しつつあ り, そのた め植生も全体として変化 するものと思われ る。
 これらの安定性の高い群落は, 気候的極相か, もしく は地形的極相であると認めるが, この場合土壌
 性質 と植生の間にはかなり強い結びつきが成り立つ。 またそれぞれの結びつき は, 標高と地形の反映で
 もあ る。 このことか ら相観区分に次のような植生一土壌型 を提唱する。
   アォモリトドマッーポドソル性±壌型
   コメッガーポ ドソル性ニヒ壌型
   ブナ・ダケカンバ・アオモリトドマッーポドソル性土壌型
   ヒメコマツーポドソル性土壌型
   アオモリ トドマツ・ミズバショウー湿性高山ポドソル型
   ブナーアオモリトドマツー弱ポ ドソル性土壌型
   ブナー弱ポ ドソル 性土壌型
   ブナ ・サワ グル ミー湿性 ポ ドソル性土壌型
   ブナ・サワグルミ・ミズバショウーグライポドソル土壌型
   ヒメコマツ( ミ ズナラ) 一乾 性褐色森林±壌型
   ブナー 適潤褐色森林 土壌型
   サワ グル ミー湿性褐色森林土壌型
   ブナ・ミズバショウーグライ土壌型
   ブナ・ヤチダモーグライ 土壌型
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  ヤチダモーグライ土壌型
 ハンノキーグライ土壌型
  サワグル ミ・ミズバショウ 一沖積土壌型
 これらの植 生・ 土壌型 の間 には植生 と土壌 の連 続的変化 が認め られ る。
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 論文審査結果の要旨
 本論文ではまず, 八甲田山の中腹には, コメツガ, アオモリトドマツ, ダケカンバ, ブナ, サワグル
 ミ, ハンノキ, ヤチダモ, ヒメコマツおよびミズナラなど9種の樹木が, 単独または2-3種が組合さ
 って, 16の森林型が形成されていることを述べている。 そしてこれら森林群落は, それぞれ標高および
 尾根・斜面・谷・低湿地などの地形条件と結びついて成立することを, 詳しい野外研究によって確かめ
 ている。
 一方これ ら各森林型について土壌型 を調 らべると, 褐色森林土壌として3型, ポドソル性土壌として
 5型, 地下水 土壌として1型, 未熟土壌として1型, 合計10の土壌型が確かめられた。 また, これらの
 土壌 を水理状態からすると, 乾性, 準乾性, 通洞, 湿性および過湿の5段階に分けられることを実験的
 に証明した。
 次にこの山岳林に現われる種類を標高による気候傾度あるいは地形傾度によって区分 し, 各森林群落
 の生態 スペク トル解析 をお こなった。 そ の結果森林群落によって 上層 と下層が同様の傾度 を示 す場合 と,
 異なる傾度を示す場 合とがあ り, 一般 的には 上層 と下層の傾度の組合せ, すなわち優占種の組合せによ
 ってそれぞれ の森林群落を表現でき ることを 明らかにしてい る。
 また乾性地, 通洞地, 遇湿地へ と推移する水分傾度に伴う森林構造の相違が顕著に認められ, 高木の
 種類は乾性地や湿性地に多く適潤地でもっとも少く, 下生植物にも同様な傾向が認められる。 適潤地で
 は極相優占種のブナが もつ ともよく 繁茂 し他の樹種を圧倒 し, またそ のことが下生植物 の生育 を制限す
 るものと解 釈さ れ る。
 以上の結果は山岳地帯での森林群落分布の原因解析に重要な手がかりを与えたもので, 生態学の進歩
 に寄 与する ところ少く ない。 よって斎藤員郎提出の論文 は理学博 士の学位論文として合格と認め る。
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